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羅漢：「弥陀の本願」とはいかに。 
第１章

親鸞聖人のみ教えに聞く会
◆  令和８年６月２９日（月）
◆  午後１時３０分～４時３０分
◆  テキスト：『教行信証』
◆  講師：延塚知道先生（大谷大学名誉教授）
◆  会場：光照寺本堂
◆  会費：500円
※ご参加の方は事前に当寺へお申し込み下さい。人数を制
限する場合があります。

※１０月１５日（木）・2027年１月１５日（金）

寺

ヨ

ガ

盂蘭盆会法要

お盆参り

・8月８日（土）
・午後１時３０分～３時まで（１時受付）
・光照寺本堂にて
・勤行・法話

・7月13日～16日の期間
・8月1日～16日の期間

（但し８日は除く）
※ご希望の日にちをお知らせ下さい。時間につきましてはこ
ちらで調整させて頂きます。ご自宅か当寺のいずれかで
読経いたします。

※法名軸・過去帖・お位牌をご持参されましたら荘厳して読
経いたします。
※準備の都合上、出席人数をご連絡下さい。預骨されている
方は率先してお参り下さい。ご参詣をお待ちしております。

「罪悪深
じんじゅうぼんのうしじょう

重煩悩熾盛の衆
しゅじょう

生をたすけん
がための願

がん

にてまします。しかれば本
願を信ぜんには、他

た

の善も要
よう

にあら
ず、念仏にまさるべき善なきゆえに。
悪をもおそるべからず。」

川越喜多院の五百羅漢

ヨガ1

ヨガ3

ヨガ2
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寺
子
屋 English 

の
ご
案
内

�

︱ 

英
語
を
一
生
の
資
産
に 

︱

2
0
2
6
年
4
月 

ス
タ
ー
ト
／
毎
週
日
曜
日

参
加
費
5
0
0
円

世
界
で
英
語
を
公
用
語
と
す
る
国
は
約
60

ヶ
国
、
英
語
人
口
は
15
億
人
で
す
。も
ち
ろ
ん

英
語
を
媒
介
と
し
た
情
報
量
は
圧
倒
的
で

す
。楽
し
く
な
い
受
験
用
の
暗
記
英
語
で
も
ハ

ワ
イ
でマック
を
注
文
す
る
た
め
の
英
会
話
で
も

な
く
、
英
語
を
一
生
の
資
産
と
す
る
た
め
の
学

び
の
機
会
と
な
る
こ
と
が
寺
子
屋English 

の

目
的
で
す
。こ
の
活
動
は
非
営
利
活
動
で
す
。

■
開
始···········

２
０
２
６
年
４
月
～

■
曜
日・時
間····�

毎
日
曜
日
の
午
前
と
午
後
、そ

れ
ぞ
れ
75
分
程
度
。
参
加
と

中
止
は
い
つ
で
も
自
由
で
す
。

■
参
加
費·······�

毎
回
５
０
０
円
（
会
場
費
）�

※
支
払
い
が
難
し
い
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
参
加
対
象····�

中
学
2
年
レ
ベル
以
上
の
英
語

力
が
あ
り
、月
2
回
以
上
参
加

で
き
そ
う
な
方
。
年
齢
、学
年
、

学
歴
、性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
人
数···········�

１
回
に
つ
き
最
少
２
名
～
最

大
６
名

■
会
場···········�

次
の
２
つ
の
会
場
か
ら
選
択

く
だ
さ
い
。

●
会
場
１
：
さ
い
た
ま
市
北
区
別
所
の
光
照
寺

（
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
宮
原
駅
か
ら
バス
、駐
車
可
）

●
会
場
２
：
さ
い
た
ま
市
西
区
指
扇
の
住
宅

（
Ｊ
Ｒ
西
大
宮
駅
か
ら
徒
歩
13
分
、駐
車
可
）

私
の
前
に
も
恩
、私
の
後
ろ
に

も
恩
、右
に
も
恩
、左
に
も
恩
、

過
去
に
も
恩
が
あ
り
ま
す
。

木
村
宣
彰

（『
２
０
２
３
年
祖
徳
讃
嘆
』『
真
宗
』

２
０
２
４
年
２
月
号
』）よ
り
）

子
供
会
報
告

光
照
寺
子
ど
も
会〝
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
〟〝
花

ま
つ
り
＆
社
会
科
見
学
〟�

大
塚　

陽
子

四
月
三
日
（
金
）、桜
の
花
も
見
頃
で
、大
人
四

名
、
子
ど
も
二
名
参
加
に
よ
り
、
勤
行
、
自
己
紹

介
、花
祭
り
の
お
話
、花
御
堂
へ
甘
茶
か
け
（
集
合

写
真
を
撮
っ
た
後
）、
浦
和
く
ら
し
の
博
物
館
民
家

園
へ
移
動
、
広
場
で
昼
食
後
、
市
の
ス
タッフ
の
方
に

案
内
頂
き
、市
内
最
古
の
民
家
と
い
わ
れ
る“
旧
蓮

見
家
住
宅
”
で
、き
な
こ
の
石
う
す
引
き
体
験
と
、

み
か
ん
の
皮
を
や
げ
ん
と
い
う
道
具
で
細
か
く
き
ざ

ん
で
陳ち

ん
ぴ皮
に
す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。（
昔
の
道
具

を
使
用
す
る
こ
と
が
な
く
新
鮮
な
体
験
で
し
た
。）

そ
の
後
、“
旧
野
口
家
住
宅
”に
て
、部
屋
の
中
を
暗

く
し
て
、
昔
の
明
か
り
体
験
を
し
、
和
ろ
う
そ
く
と

洋
ろ
う
そ
く
の
火
を
つ
け
、
炎
の
様
子
の
違
い
を
見

た
り
、
行あ

ん
ど
ん灯

や
、
菜
た
ね
油
で
火
を
と
も
し
て
、
生

活
に
応
じ
て
火
を
大
き
く
し
た
り
、
小
さ
く
し
た
り

し
て
、昔
の
人
の
く
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

旧
綿
貫
家
住
宅
で
は
中
山
道
沿
い
に
建
って
い
た
雑

貨
な
ど
を
扱
っ
て
い
た
店
蔵
や
旧
髙
野
家
住
宅
も

中
山
道
浦
和
宿
で
は
最
も
古
い
建
物
で
、
前
餅
店

と
し
て
営
業
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
前
餅
を
焼
く

型
抜
き
な
ど
も
あ
り
、
当
時
の
様
子
を
感
じ
る
場

所
で
し
た
。
最
後
は
、
事
務
所
前
の
展
示
室
で
、
昭

和
で
戦
前
の
教
科
書
や
、
昭
和
の
く
ら
し
の
道
具
が

展
示
し
て
あ
り
、
当
時
の
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
事

務
所
の
ロ
ビ
ー
に
は
昔
の
あ
そ
び
が
あ
り
、
少
し
遊

ん
で
か
ら
お
寺
に
戻
り
、
フ
ル
ー
ツ
入
り
ヨ
ー
グ
ル
ト

で
お
や
つ
を
頂
き
、恩
徳
讃
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

※
講
師
や
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
時
間
変
更

や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
師
：�

庄
飼
衛
吾
先
生
（
米
国
大
学
卒
、国

連
勤
務
経
験
、
英
検
１
級
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
９
６
５
点
）

講
師
か
ら一言

味
気
の
な
い
受
験
英
語
で
英
語
が
嫌
い
に

な
る
子
供
た
ち
が
い
る
の
は
、と
て
も
残
念
。

そ
し
て
そ
の
ま
ま
大
人
に
な
っ
た
方
々
も
少
な

く
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
勉
強
し
て
い
て
良

かっ
た
と
思
え
る
よ
う
な
満
足
感
の
あ
る
英
語

を
学
び
ま
せ
ん
か
。
私
に
と
って
も
英
語
は
外

国
語
、知
ら
な
い
単
語
や
表
現
が
あ
る
と
毎
日

の
よ
う
に
辞
書
を
引
い
た
り
、
Ａ
Ｉ
に
尋
ね
た

り
し
て
い
ま
す
。
教
え
る
と
い
う
よ
り
、
参
加

者
と
一
緒
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
光
照
寺
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
埼
玉
県
国
際
交
流
協
会
の
会
員
団
体

で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ク
ワ
ト
ロ
は
こ
の
寺
子
屋

English 

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
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光
照
寺
護
持
会

六
月
十
七
日（
水
）、一
時
開
催
。
ゲ
ス
ト

講
師
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
客
員
教
授　

大
西
金
吾
先
生
）
の
講
演
「
笑
い
と
健

康
」が
あ
り
ま
す
。

法
要
の
ご
案
内

⃝

盂
蘭
盆
会
法
要　

八
月
八
日
（
土
）、

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
勤
修
。

⃝

秋
季
彼
岸
会
法
要　

九
月
二
十
三
日

（
水
）午
後
一
時
三
十
分
よ
り
勤
修
。

⃝

報
恩
講　

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）。

講
師
は
橘
出
先
生
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

・
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会　

講
師
は
延
塚
知
道
先
生
（
大
谷
大
学
名

誉
教
授
）
六
月
二
十
九
日
、
十
月
十
五

日
、来
年
一
月
十
五
日
、午
後
一
時
三
十

分
～
四
時
三
十
分
。『
教
行
信
証
』
を
学

ん
で
い
ま
す
。
ご
参
加
の
方
は
事
前
に

当
寺
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。会
費
五
百
円
。

⃝

大
経
の
会

十
二
月
二
日
、
午
後
二
時
～
午
後
四

時
。
講
師
住
職
。
細
川
巌
著
『
正
信
偈
讃

仰
』（
七
）を
学
ん
で
い
ま
す
。

⃝

我
聞
の
会

六
月
三
日
、
七
月
八
日
、
九
月
九
日
、
十

月
七
日
、
午
後
二
時
～
四
時
ま
で
。「
歎

異
抄
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。
講
師
は
住

職
。

⃝

微
風
学
舎

六
月
十
日
、七
月
二
十
九
日
、九
月
三
十

日
、十
月
十
四
日
。
午
後
二
時
～
四
時
ま

で
。
講
師
は
住
職
。「
高
僧
和
讃
講
義

（
三
）」延
塚
知
道
著
を
学
ん
で
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル

⃝

絵
解
き
サ
ー
ク
ル
、六
月
九
日
、十
月

十
九
日
、十
二
月
十
四
日
。

子
供
会

七
月
二
十
一
日
（
火
）。
夏
休
み
企
画
。

十
二
月
二
十
日
（
日
）冬
休
み
企
画
。

テ
ラ
ヨ
ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
。
毎
週
月
曜
十
時
～
十
一

時
、講
師
チ
エ
先
生
。
興
味
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

寺
小
屋English 

英
語
を
一
生
の
資
産
と
す
る
た
め
の
学

び
を
し
ま
せ
ん
か
。
毎
日
曜
日
午
前
と

午
後
75
分
程
度
。参
加
費
五
百
円
。講
師

庄
飼
衛
吾
先
生
。
会
場
は
お
寺
と
西

区
。
興
味
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用

意
下
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご

連
絡
下
さ
い
。

吉
澤　

光
昭

穂
高
岳
こ
の
喉
ご
し
や
岩
清
水

筍
の
と
ん
が
り
帽
子
刺
身
と
す

湯
上
が
り
に
天
爪
粉
と
言
い
し
昔

千
金
の
滴
と
な
り
ぬ
新
茶
か
な

真
鯵
釣
り
こ
ま
せ
突
つ
き
し
埠
頭
か
な

佐
々
木　

玄
吾

半
袖
の
保
母
追
う
保
育
園
児
た
ち

陽
光
浴
び
て
歓
声
あ
げ
て

幼
な
子
の
う
え
た
畑
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

光
を
浴
び
て
新
緑
伸
ば
す

釋
尼　

邦
照
（
前
坊
守
）

前
住
職
の　

す
が
た
形
は

な
か
れ
ど
も　

ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
と

我
に
知
ら
せ
ん

た
の
し
み
に

毎
日
見
上
げ
て
た　

前
住
職

満
開
ま
た
ず
に　

ミ
ダ
の
浄
土
へ

篠
原　

潤
子

深
大
寺
大
き
な
扁
額“
無
量
寿
”の
初
め
て�

意
味
知
る
阿
弥
陀
の
こ
と
な
り

深
大
寺
杖
つ
き
て
行
く
雨
の
中�

名
物
の
蕎
麦
ま
ず
は
合
掌

孫
小
二
泊
っ
た
朝
に“
ジ
ャ
ズ
か
け
る
？
”�

バ
ァ
バ
は
喜
ぶ
面
白
い
男こ子
だ

木
製
の
弁
当
箱
に
梅
干
し
を�

必
ず
入
れ
る
こ
だ
わ
り
母
ち
ゃ
ん

大
学
は
経
済
学
部
亡
き
夫つ

ま

は�

買
物
上
手
料
理
も
敵か

な

わ
ぬ

喜
ん
で
毎
日
生
き
り
ゃ
そ
れ
で
い
い�

冊
誌
で
見
つ
け
胸
に
し
み
い
る

“
幸し

あ
わ
せ福

は
物
の
多
さ
じ
ゃ
な
い
”と
い
う�

Ｃ
Ｍ
を
見
て
銀（

芸
人
）次

の
フ
ァ
ン
に

特
攻
の
身
体
検
査
で
不
合
格�

亡
父
は
戦
争
絶
対
ダ
メ
と

寺
務
所
よ
り

妻
と
私
の
精
進
目
標

一
、朝
晩
の
勤
行
を
大
切
に
す
る
。

二
、毎
日
歩
く
。

朝
は
正
信
偈
を
あ
げ
て
、『
正
信
偈

讃
仰
』細
川
巌
述
を
く
り
返
し
読
ん
で

い
る
。晩
は
讃
仏
偈
を
あ
げ
て
『
讃
嘆

の
詩
』
を
い
た
だ
く
。妻
も
勤
行
に
つ

い
て
は
何
を
お
い
て
も
一
緒
に
や
っ
て

く
れ
る
。
六
十
数
年
連
れ
添
っ
た
仏

様
か
ら
の
ご
ほ
う
び
で
あ
る
。こ
の
勤

行
は
私
た
ち
の
生
活
の
根
源
で
あ
る
。

歩
く
こ
と
は
何
よ
り
の
健
康
法
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
隣
接
の
公
園
の

周
り
を
杖
を
つ
き
な
が
ら
朝
夕
一
周

し
て
い
ず
み
会
館
前
の
畑
で
休
む
。

畑
に
は
子
ど
も
会
で
植
え
た
ジ
ャ
ガ

イ
モ
が
緑
の
葉
を
い
っ
ぱ
い
に
伸
ば

し
て
い
る
。

�

佐
々
木
玄
吾

深緑の美しい頃
山田　邦興　画
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